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新
成
人
の
皆
さ
ん
、 企県無形文化財に指定された古式泳法 ・大洲神伝流泳法が披露された

成人の日の恒例行事「寒中水泳大会J(肱川橋上流にで)

輝新
か威
し
い
門
出

唱
』
れ
か
ら
は
法
律
的
に
も

社
会
的
に
も
大
人
ど
し
て
み
な
さ
れ
、

唱
}
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
伺
人
ど
し
て
の
白
由
な
選
択
や

様
々
な
権
利
を
得
る
こ
ど
が
で
き
ま
す
。

一方、

勤
労
、

納
税
な
ど
法
律
上
の
義
務
を
果

た
す
唱
}
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
-
}
ど
、

社
会
を
構
成
す

る
一
頁
ど
し
て
白
党
ど
責
任
、
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

...新成人に対して記念品や花束力主贈られました

華
や
い
だ
雰
囲
気
の

2
揚

大
洲
市
で
は
、
昨
年
よ
り
七
人
少

な
い
四
百
八
十
五
人

(男
二
百
二
十

四
人
、
女
二
百
六
十

一
人
)
の
新
成

人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
成
人
の
日
」
の

一
月
十
四
日

(
月
)
、
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
で

開
催
さ
れ
た
成
人
式
に
は
三
百
七
十

一
人
(
男
百
七
十
人
、
女
二
百

一
人
)

が
出
席
し
、
大
人
へ
の
第

一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

晴
れ
着
や
ス

l
ツ
姿
の
新
成
人
で

賑
わ
う
会
場
で
は
、
式
典
終
了
後
、

市
内
十
四
の
地
区
ご
と
に
記
念
撮
影

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

{
大
洲
市
内
】

4
月
上
須
戒
小
学
校
校
舎
完
成

南
久
米
公
民
館
落
成

5
月
大
洲
隣
保
館
完
成

7
月
運
動
公
園
水
泳
プ
ー
ル
完
成

2
月
大
洲
農
地
銀
行
開
設

3
月
広
域
農
道
(西
大
洲
1
蔵
川
)

荒
間
地
ト
ン
ネ
ル
開
通

【ニ
ュ
ー
ス
}

V
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会

V
福
井
謙

一
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

V
千
年
ぶ
り
の
「
惑
星
直
列
」
現
象

【
事
件
・

事
故
】

V
北
炭
夕
張
炭
鉱
ガ
ス
火
災
V
日
航

機
羽
田
沖
墜
落
V
ホ
テ
ル

・
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
パ
ン
火
災

【
話
題

・
流
行
な
ど
]

V
東
京
で
五
つ
子
誕
生
V
窓
ぎ
わ
の

ト
ッ
卜
ち
ゃ
ん

(黒
柳
徹
子
)
V
雑

誌

F
O
C
U
S創
刊
V
ロ
ッ
キ
ー
ド

裁
判
V
な
め
ネ
コ
ブ

ム

V
レ
ー
ザ

ー
デ
ィ
ス
ク
発
売
V
パ
チ
ン
コ
に
フ

イ
1

パ
|
機
登
場
V
紙
お
む
つ
発
売

【
こ
と
ば
}

V
ク
リ
ス
タ
ル
族

(田
中
康
夫
の
小

説
「
な
ん
と
な
く
ク
リ
ス
タ
ル
」
か

ら
)
V
粗
大
ゴ
ミ

(定
年
後
、
家
で

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
夫
の
こ
と
)

V

ハ
チ
の
一
刺
し

(ロ
ッ
キ
ー
ド
裁
判

で
の
記
者
会
見
か
ら
)

【
国
際
】

V
米
国
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
初
飛
行

成
功
V
英
国
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
が

ダ
イ
ア
ナ
・
ス
ぺ
ン
サ
|
と
挙
式
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高
い
理
想
と
、

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
は
、
人
生
に
お
け
る
大
き

な
節
目
の
ひ
と
つ
。
自
他
共
に
認
め

ら
れ
た
大
人
と
し
て
の
新
し
い
旅
立

ち
の
儀
式
で
す
。
二
十
歳
を
境
に
、

社
会
的
に
も
様
々
な
権
利
が
発
生
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
責
任
と

義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
輝
か
し
い
門
出
を
境

に
、
新
た
な
船
出
を
さ
れ
ま
す
が
、

高
い
理
想
と
広
い
視
野
を
持
ち
、
自

ら
の
力
と
責
任
で
こ
れ
か
ら
の
人
生

広
い
視
野
を

を
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
持
つ
「
若
さ
」
と
い
う

パ
ワ
l
は
、
何
も
の
に
も
替
え
難
い

財
産
で
す
。
二
十

一
世
紀
の
地
域
、

そ
し
て
日
本
の
た
め
に
、
そ
の
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
い
つ
も
心
に
「
夢
」
を
抱
き
、

未
来
に
向
か

っ
て
進
ん
で
く
だ
さ

、ν
皆
さ
ん
の
今
後
の
幸
せ
と
健
康
、

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

大
州
市
長
川
何
百
四
輿
一

苦
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ

企「自らの力で人生を切り開いて…Jと新成人を激励する桝田市長

会主

辞

成
人
者
代
表

域
と
深
く
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
、
皆

様
方
全
員
に
温
か
く
育
て
ら
れ
て
き

たのと ま刻全いの すひ要人かすと
。都に私すみ員た大本 。しとのら 。低西
家 ・平た 。 、が ー 先日 ひさ力ここ迷暦
庭大和ち 今し言輩 の しれ強そ の の 二
や洲なは 後つ一方 成 とてい、さ苦 O
学」日、 のか 言か人 感い パ私つ i0 
校に 本幸 指りを ら式 じるワ た なぷ 二
存生 のい 針と私い に て こ lち時品 年
7色「な と胸たた人 いとが新代立
で三水こ しにちだ生 まを必成だ 1'-い
な交 にま

ミけ ーーーー あだ
り不

地し ..... 圏圃E聖ー・・・・・h ま況

ま
し
た
。

都
会
で
は
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

矢

野

希

美

さ
ん

企答辞を述べる矢野さん

他
人
の
こ
と
は
お
か
ま
い
な
し
と
い

う
風
潮
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ

で
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
は
育
た

な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
、

こ
の
大
洲
の
よ
う
な
ま
ち
を
、
全

国、

全
世
界
に
広
げ
る
た
め
に
、
力

い
っ
ぱ
い
努
力
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も、

諸
先
輩
の
方
々
に
道
し
る
べ

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
星
地
球
の
美
し
さ
と
平

和
、
心
安
ら
ぐ
日
々
の
暮
ら
し
が

ず

っ
と
ず

っ
と
続
く
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
i
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た

i

葉 54同

企式典が終わってほっと一息
(記念撮影会場にて)
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県
指
定
の
無
形
文
化
財
(
芸
能
)

大
州
付
μ
脇
氏
泳
は

古
式
泳
法
「
大
洲
神
伝
流
泳
法
」
が
平
成
凶
年

1
月

8
日
付
で
県
指
定
の
無
形
文
化
財
(
芸
崎
町
田
)
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
泳
法
を
伝
承
し
て
い
る
、
大
洲
神
伝
流
保
存
会
(
中
村

聖

代

表

会

員

1
1
0

人
)
が
保
持
団
体
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

4神伝流を次の世代へ伝えよう 1

発
祥
の
地
六
測

を
し
て
全
国
各
地
ヘ

平
泳
ぎ
や
背
泳
ぎ
な
ど
の
近
代
泳

法
と
は
別
に
、
日
本
に
は
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
泳
ぎ
方
(
古
式
泳

法
)
が
あ
り
ま
す
。

現
在
あ
る
十
二
の
流
派
の
ひ
と
つ

大
洲
神
伝
流
泳
法
は
、
初
代
大
洲
藩

主
加
藤
貞
泰
の
重
臣
加
藤
主
馬
光
尚

が
創
始
し
た
、
県
内
に
残
る
唯
一
の

古
式
泳
法
で
す
。
加
藤
主
馬
は
、
水

練
術
の
修
行
中
に
河
畔
に
垂
れ
た
青

柳
の
枝
が
肱
川
の
流
水
に
も
て
あ
そ

ば
れ
て
い
る
の
を
見
て
独
自
の
泳
法

を
生
み
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。以
後
、
神
伝
流
は
全
国
に
広
ま

り
、
現
在
で
は
、
神
伝
流
津
山
添
泳

会
(
温
水
プ
l
ル
を
所
有
し
、
多
く

の
渉
泳
者
が
所
属
)
を
は
じ
め
と
し

て
、
東
京
、
新
潟
、
松
本
、
神
戸
、

岡
山
、
広
島
、
鳥
取
な
ど
各
地
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

百
術
と
し
て
発
達
し
芝

神
伝
涜

神
伝
主
馬
流
の
泳
ぎ
は
、
①
正
式

誹
形
、

②
水
上
渉
泳
術
、

③
水
中
濃

泳
術
、
④
水
泳
武
術
、
⑤
水
泳
飛
術
、

⑤
水
泳
雑
技
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

泳
ぎ
な
が
ら
扇
子
に
筆
で
書
画
を

書
く
「
矢
立
書

(や
た
て
が
き
)
」
や

両
手
を
後
ろ
手
に
し
ば
ら
れ
た
状
態

で
泳
ぐ
「
手
足
揚
み
(
て
あ
し
が
ら

み
)
」
な
ど
、
多
種
多
様
な
泳
ぎ
が
あ

り
ま
す
。

な
か
で
も
、
流
れ
の
速
い
と
こ
ろ

を
静
か
に
泳
ぐ
「
真
」
の
瀞
形
は
、

静
粛
・
厳
正
な
泳
ぎ
で
神
伝
流
の
奥

義
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
泳
法
は
、
範
士
、
教
士
、

練
士
、
激
士
と
呼
ば
れ
る
十
六
人
の

技
術
保
持
者
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童

・
生
徒
を
対
象

に
し
た
夏
休
み
の
「
水
泳
学
校
」
や

成
人
の
日
恒
例
の
「
寒
中
水
泳
大

会
」
な
ど
、
肱
川
の
自
然
を
と
お
し

た
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
技

が
次
の
世
代
へ
と
大
切
に
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

... I矢立書J(やたてがき)
大洲神イ云流泳法

をう芝、つ定の?
~チャイルドシート
アセスメントの公表~

市
販
の
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト
一一一十

二
製
品
に
つ
い
て
前
面
衝
突
試
験
と

使
用
性
評
価
試
験
の
実
施
結
果
が
国

土
交
通
省

・
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

タ
ー
か
ら
平
成
十
三
年
十
二
月
七
日

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

試
験
結
果
と
正
し
い
使
い
方
が
わ

か
る
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト
ア
セ
ス
メ
ン

ト
(
小
冊
子
)
を
お
子
さ
ん
の
安
全
の

た
め
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

V試験結果の公表例

-・・・・•••••• •••••••••••• 
~酒田:JEilll
..恨 む X制

ンートパソクの傾き 。
項OIi舗の"み出し Q 

冒 頭g切前方《の移鵬盤 。
頭却に生じる力 '" 

胸却に生じるカ O む ;; 

その他のl)lfj( なし ';，2 

評価 置惇
;.1 パッ クルの!ðH院で〆ミーが取り出l!~ぃ.

;..2骨'"旬烹が'"腹告白庄迫しているがそれがパJトハネスによりτであるr

'lip 'I!.Fj'函
.，量的明.，事
5 

C〉i
.付佐 木弘""‘

入
手
方
法
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
媛
陸
運
支
局

宮

0
8
9
・
9
5
6
・
2
8
0
9

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

告

0
8
9
・
9
2
5
・
0
7
0
8
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大
洲
神
伝
流
保
存
会

代
表

中主
村t

章
さ
ん
が
語
る

‘
 
.. 3h
・司Jh
・，‘
.. J
・司
，h.. 
、‘
.. ，h.
‘，h.
‘‘.、‘.，‘
.. 、‘
.. 、‘.‘‘.、‘.司‘.‘
ι
h
-
-
J

・・、‘
.. J
・・、‘
.. y
h
・・、‘.‘‘.、‘
.. ，
 ‘
 
.. 、
p
h

・・、‘
.. ‘‘‘‘ 
.. 司

lZJ可

a~】

大
洲
藩
の
時
代
か
う
続
く

神
伝
流

歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
す

ね。
かのぐ 機え すなえて流壊武 きり二がさは に神
つ大たし的去こ。つるのはに家とま継百れれ、大由の神
て切めか状つの た予役武よ社こし承四て、第洲来伝伝
いさのし態てま わ」割術り会ろたさ十以第二ですに流
たを技、で しま けとをと神のが 。れ 年降三世誕るしの
ん当術長すま消 でに終し伝倒、 て聞は世間t生とて名
で時ゃい 0 う 、、 蓑古室:しい万は
す m 、間(か 代明島h央でれわ法
ねり鍛に笑も 々治正n.:んれの教
。人錬培)し 箕維直主主市て宗語
やたすわれ 島新にり伝ぃ源の
がちるれ な d掃鞠民 家ま受組王まな「
ても精た い IJ~ 二 、? にでけ織馬すり天
体わ神泳 危 I-"_ 齢 ム.A.一一lよの継化流 。」津

育

・
教
育
の
場
に
神
伝
流
泳
法
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。神
伝
流
は
ど
の
よ
う
に
受

け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で

す
か
?

大
正
十
三
年
、
大
洲
神
伝
流
水
泳

協
会
が
創
設
さ
れ
、
新
し
い
視
点
か

ら
泳
法
の
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

速
く
効
率
的
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き

る
近
代
泳
法
が
普
及
し
、
や
が
て
協

企「昔は肱川を泳いで何回も対岸を
往復したものですjと語る中村さ
ん

会
の
名
称
も
変
わ
り
ま
し
た
。
神
伝

流
の
文
字
が
消
え
、
大
洲
水
泳
協
会

と
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
協
会
の
会
則

に
は
「
神
伝
流
ヲ
中
心
ト
シ
広
ク
水

泳
法
ヲ
鍛
錬
シ
テ
・:
」
と
あ
り
、
そ

の
精
神
は
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り

活
動
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
混
乱
し
た
時
代
で
し
た
か

ら
当
然
伝
統
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

も
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
活
動
再
開
の
き
っ
か
け

が
訪
れ
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
、
松
山
市
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
国
民
体
育

大
会
で
神
伝
主
馬
流
の
公
開
演
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
前
肱
川
で
泳
法

の
鍛
錬
に
励
ん
だ
選
手
十
三
人
の
演

技
は
、
高
知
市
営
プ
1
ル
に
集
ま
っ

た
多
く
の
観
衆
に
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。
水
泳
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
肱
川

と
と
も
に
育
ま
れ
た
大
洲
の
伝
統
文

化、

大
洲
神
伝
主
馬
流
の
継
承
と
普

及
を
願
う
人
た
ち
と
、
多
く
の
市
民

の
協
力
に
よ
り
、
昭
和
二

十
九
年

(一

九
五
四
)
六
月
、
長
ら
く
中
断

し
て
い
た
大
洲
水
泳
協
会
が
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
六
十
年
に

は
、
大
洲
神
伝
主
馬
流
保
存
会
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

県
指
定
無
形
文
化
財
(
芸

能
)
の
保
持
団
体
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
ね
。

神
伝
流
が
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ、

そ
の
保
持
団
体
に
認
定
さ
れ
た

・

と
聞
い
て
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。

長
い
歴
史
の
積
み
重
ね
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
は
活
動
の
励
み
に
も
な
り
ま

・

す
ね
。
子
ど
も
た
ち
の
夏
季
水
泳
学

校
や
、
活
動
・
行
事
を
と
お
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
泳
法
の
継
承
と
普
及
に

努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

扇骨全国生産高の90パセン トを占める安曇川町で、伝統を

今に伝えるオリジナル扇面の作品展が12月に開催され、過去最

多の903点が出展されました。

立
ロの凡又

自
“
問

、
1
ノ

一

書

ん

)

骨

さ

書

入

皆

(

気

た

粋

清

れ

)

さ

点

町事

ん

1
ん

表

さ

(

さ

て

)
品史

賞
札好

し

点

長

展

1
川章

事
M

重

出

(

理

5
賞

山

院

宮

作

野

田

田

上

か

秀

書

市

優

片

樹

二

矢

橋

中

井

洲

最

藤

佳

大

秋(絵画)

思無邪(ちぎり絵)

梅雨の大洲(絵画)

臥龍山荘(絵画)

ん

ん

ん

ん

年

己

主

C

判

C

判

C

M

長
こ子こ
子
拙
明

ず寿

竺
か
鹿
恥
啓
笠
間 A.福井俊一安曇川町長から最優秀賞の表彰を受ける大洲市の片山さん (右)

次回の作品展に応募してみませんか。今年から児童・生徒の皆さんの作品も募集する計画です。

[問い合わせ先] 企画調整課宮24-2111 内線370

5 
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i税の申告
もう、おすみですか?

期限は 3月15日です

市
県
民
税
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
平
成
十
四
年

一
月

一
日
現
在
、
大
洲
市
に
住
所
が
あ
り

申
告
義
務
の
あ
る
人
は
、
必
ず
三
月

十
五
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ

B
V
 
申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記

録
な
ど

②
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は

「
源
泉
徴

収
票
」

③
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
個

人
年
金
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の

領
収
書
ま
た
は
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、

医
療
費
の
領
収
書
か
証
明
書

⑤
印
鑑

(認
め
印
)

・
そ
の
他
控
除

に
必
要
な
書
類

{
問
い
合
わ
せ
先
}

市
役
所
税
務
課
(
市
民
税
係
)

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
8
)

座
年申無休・24時間
電話、ファックス、インターネ
ットで身近な税金についての質
問にお答えします。

ft089 -921 -7799 
http://www.tax山町瓜tago.jp

税の電話相談
市内通話料金のみ

高松国税局税務相談室または
税務相談室松山分室と相談で
きます。

まま24-3635 

一所

得

税

ほ

川

所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
・
納
付

の
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
た
せ
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申
告

は
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の

申
告
・
納
付
期
限
は
四
月
一
日
で
す
。

申
告
書
な
ど
は
、
出
来
る
だ
け
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
用
紙
や
申
告
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
た

「
所
得
税
の

確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
税
務

署
、
市
役
所
税
務
課
、
各
連
絡
所
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
!

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
税
務
署

宮
@
3
1
1
5

軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の

P
L縦一一白

廃
車
手
続
き
を
忘
れ
?
に
!
行
£

軽
自
動
車
税
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在
で
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人
や
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
人

は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
す
る
場
所
は

義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

A
V
原
動
機
付
自
転
車
(
総
排
気
量
が
い
。
届
出
が
な
い
と
旧
所
有
者
に
課

百
二
十
五

α
以
下
)
と
小
型
特
殊
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
・
:
市
役
所
税
務
課
原
付
な
ど
の
車
体
を
変
更
す
る
場
合

。
そ
れ
以
外
の
車
種
・
:
軽
自
動
車
協

新
し
い
車
体
番
号
を
確
認
し
、
車

会
、
ま
た
は
陸
運
支
局

体
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

廃
車
手
続
き
を
忘
れ
す
に

い
。
届
出
が
な
い
場
合
、
自
賠
責
保

軽
自
動
車
税
に
は
、
月
割
課
税
制
険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
賦
課
期
日

(平

原
付
な
ど
を
廃
車
に
す
る
場
合

成
十
四
年
四
月

一
日
)
現
在
で
廃
車
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持

手
続
き
を
終
了
し
て
い
な
い
と
一
年
参
の
う
え
、
廃
車
の
手
続
き
を
し
て

分
の
税
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

原
付
な
ど
の
所

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

有
者
が
死
亡
し
た
ら
名
義
変
更
、
ま

原
付
な
ど
を
他
人
に
譲
る
場
合

た
は
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

新

・旧
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
の
印
い
。

鑑

(認
め
印
)
を
持
参
の
う
え
、
名

す

・↑~

占
f
a

E
E
d

3

縦

マ

白
川

L
n割

以
一
一
げ

同
月
。
官

J

M械

、S
広

日
賄

容
只

沼
産

定

静

静

目

g
lw平成14年度の固定資産税課税のもとに
なる固定資産課税台帳(名寄帳)を見て、

自分の所有する固定資産の登録に間違い

がないかを確認できます。

平成13年中に家屋の新・増築や取り壊
しをしたり、相続、贈与、売買などで土

地、家屋の所有権が変わったりした人

は、この機会にお確かめください。

平成14年 3 月 1 日 ~20 日
ただし、土・日は縦覧できませ

ん。

午前8時30分~午後5時
。肱南、肱北、 久米、喜多及び

平地区に住んでいる人

市役所 (1階)税務課
.連絡所のある地区に住んでい

る人 各連絡所

。前記のうち納税組合に加入し

ていない人及び市外に住んで

いる人

市役所 (1階)税務課
持参晶印鑑(認め印)

問い合わせ先 税務課固定資産税係

宮24-2111 内線126

閏

閏

所

期

時
場

6 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
紛
失
、
廃
棄

所
有
者
、
若
し
く
は
事
情
を
詳
し

く
説
明
で
き
る
人
が
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
税
務
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

市
外
か

5
引
っ
越
し
た
人

〈転
入
〉

他
市
町
村
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
あ
る
場
合
、
ま
ず
廃
車
手
続
き

(最
寄
り
の
市
町
村
役
場
で
手
続
き

可
能
)
を
行
い
、
そ
の
後
大
洲
市
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

(
こ
の
と
き
印
鑑

・

車
名
・
車
体
番
号
の
確
認
が
必
要
)

市
外
に
引
っ
越
す
人

〈転
出
〉

廃
車
手
続
き
の
後
、
新
し
い
住
所

地
で
新
た
に
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

盗
難
に
あ
っ
た

5
届
出
を
!

警
察
へ
盗
難
屈
を
提
出
し
、
そ
の

証
明
と
印
鑑
を
税
務
課
へ
持
参
の
う

え
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
軽
自
動
車
税
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
1
2
5
)
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で

ひ
ら
く
I
T
社
会

住基ネットを運営するため、平成14年8月、住民票コードを住
民の皆さんに通知予定です。個人情報保護に万全を期しつつ、
1 T社会に対応するため住基ネットを構築していきます。

全
国
の
市
区
町
村
の
住
民
塁
本
台
帳
と
都
道
府
県

・
指
定
情
報
処
理
機
関
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
電
吾
政
府
・
電
号
自
治
体
の
墨
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

平成14年8月以降順次実施予定

[各種行政手伽腰…添付が不.
要と芯ります.

セ 切!?ニレ

[。ターーし住ーしの・
添付に代わる役割を果たします。 I

後世lこ伝えたい風景
~肱川八十八ケ所~

平成15年8月実施予定

全国どとの市区町村でも住民票の写しの交

付が受け5れます。

住民基本台帳カードでいろいろなサービス

が受け5れます。

住民基本台帳カード、を持っている方は、転入

転出時に窓口に行くのが一回ですみます。

肱川流域でも、四国八十八ケ所にちな

んで、八十八の美しい風景を探していま

す。肱川流域の良さを後世に伝えるた

め、皆さんが知っている流域のすばらし

い風景を教えてください。応募のあった

風景はすべて肱川流域の地図に表示し、

応募した皆さんにお届けします。

一一住民票コードは無作為の番号で、 請求によ り変更が可能です。また、民間部

門での住民票コードの利用は禁止されています。一一

総務省・指定情報処理機関(地方自治情報センター)

http://www.lasdec.nippon-net.ne.jp/rpo/juki-net_top.ht円1

募集締切 平成14年7月31日同

応募方法指定の応募用紙に必要事項

(住所、氏名、連絡先、 残したい風景の

場所・写真など)を記入の上、次のとこ

ろまでまでご応募ください

応募・問い合わせ先

肱川流域会議水中めがね事務局

http://www.hijikawa-club.net 

fi25-5773 (坂本まで)

藤
樹
先
生
略
伝
③

門
人
集
ま
る

与
右
衛
門

(藤
樹
)
が
母
の
元

(近
江
)
に
帰

っ
て
か
ら
二
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
彼
は
、
母
に
孝
養
を
つ

く
し
な
が
ら
落
ち
着
い
て
学
閣
に
励

み
、
や
が
て
人
々
に
も
教
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
村
の
人
た
ち
が
、

与
右
衛
門
の
こ
と
を
「
藤
樹
先
生
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
の
こ
と
で
す
。

大
洲
で
の
学
問
の
同
志
た
ち
は
、

脱
藩
し
た
藤
樹
と
の
交
渉
を
し
ば
ら

く
遠
慮
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
大
洲
、
新
谷
両
藩
と
も
藤
樹
に

学
ぶ
こ
と
に
何
の
お
と
が
め
も
な
い

こ
と
が
わ
か
る
と
、
次
々
と
近
江
へ

出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
大
洲
を
は
じ
め
、
各

地
か
ら
藤
樹
を
慕
っ

て
門
人
が
集
ま

り
、
藤
樹
自
身
の
新
し
い
学
問
の
境

地
も
聞
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

妻
を
む
か
え
る

藤
樹
は
、
大
洲
時
代
か
ら
結
婚
を

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
三
十
歳
に
な
る
ま
で
結
婚
し
よ

う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
儒
教
に

「三
十
に
し
て
室
あ
り
」
の
教
え
が

あ
り
、
藤
樹
も
儒
学
を
学
ぶ
者
と
し

て
、
こ
れ
に
従
っ
た
か
ら
で
す
。

寛
永
十
四

(一

六
三
七
)
年
、
藤

樹
は
三
十
歳
に
な
り
、
儒
教
の
教
え

に
従
っ
て
妻
を
む
か
え
ま
し
た
。

。2)
夫
人
は
、
伊
勢
亀
山
藩
の
家
臣
高

橋
小
平
太
の
娘
で
、
名
を
久
子
と
い

い、

当
時
十
七
歳
で
し
た
。
久
子
夫

人
は
、
容
姿
が
よ
く
な
か

っ
た
そ
う

で
す
。
藤
樹
の
母
は
、
こ
の
こ
と
を

気
に
し
て
、
離
婚
を
す
す
め
ま
し

た
。し
か
し
、
藤
樹
は
「
容
姿
の
美
し

さ
は
年
と
と
も
に
消
え
る
で
し
ょ

う
。
け
れ
ど
も
心
の
美
し
さ
は
年
と

と
も
に
ま
す
ま
す
現
れ
ま
す
・
・・
。」と

い
っ
て
き

っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
た
。

藤
樹
の
言
葉
ど
お
り
、
夫
人
は
聡
明

で
心
の
美
し
い
人
で
、
藤
樹
や
そ
の

母
に
よ
く
つ
く
し
、
修
養
に
つ
と
め

て
門
人
か
ら
も
大
変
尊
敬
さ
れ
ま
し

た
。久
子
夫
人
は
、
長
男
・
太
右
衛

門
、
次
男

・
鍋
之
助
の
母
と
な
り
ま

す
が
、
正
保
三
(
一
六
四
六
)
年
、

二
十
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。大
野
了
佐
入
門

了
佐
は
、
新
谷
藩
士
大
野
勝
介

(二
百
石
)
の
次
男
で
し
た
。
も
の

覚
え
が
大
変
悪
く
、
父
親
か
ら
武
士

に
な
る
の
は
無
理
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
了
佐
は
、
医
者
に
な
ろ
う

と
決
心
し
て
藤
樹
に
教
え
を
頼
み
大

洲
で
そ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
寛
永
十
五
年

(一

六
三
八
)

年
、
そ
の
了
佐
が
、
藤
樹
を
慕
っ
て

近
江
へ
や

っ
て
き
た
の
は
、

二
十
七

歳
の
と
き
で
し
た
。

? 
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菜
の
花
の
季

し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク
な

新
鮮
な
物
産
の
販
売
や
郷
土
芸
能
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ

ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
J

R
予
讃
線
(
海
岸
田
り

線
)
の
駅
や
旧
道
を
め
ぐ
っ
て
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

上灘駅で受付

双海シーサイド公園で開会式
スタート

(途中イベントや物産等販売)

13: 30-14: 00頃
長浜駅に順次到着
長浜赤橋下「町民のひろば」
で抽選会及び閉会式

(伝統芸能発表や物産の販売)
帰路(随時)

す コ開日を加目
。当 l 催 深し的地
保日 ス 地時めてで域
険、 て、行振
料上徒全長予平み皆な興
(灘歩行浜讃成まさわと
l駅で程間線 14せんれ予
Oで約約の伊年んもる讃
O受 417各予 3か鉄こ線
円付時 km駅上月 。道のの
)を間 及灘 31 へ大活
主 を行 30 ぴ 1日 の会性
= ごい分 旧伊吉 理に化
三負ま 道予旦解参の

~ 3月31日(日)あさ8時受付開始
三 自販く場分必ご 置傷担
ーで売だ合発要利駐以害く
ごしさあ(で用車外保だ
準ていり 3すく場の険さ
備いJ)月。だは責のい
くま途のダ大さあ任加
だす中普イ洲いりは入け
さがで通ヤか。ま負範が
い、飲列改ら〈せい固な
。昼食車正は普んま及ど
食物をで、通。せびの
はなご変 6運 Jん応場
、ど利更時賃 R 。急合
各も用の 48がを 処

JR伊予上灘駅に集合

(宮駅 当日の予定
午土 O合
後. 8わ
5休 9せ
時日 ・先
)を 9
除 4 J 
く 5B 
午・???
前 2出
9 6 言語
時 2務
¥ 5室

8 : 00 
8 :45 
9 : 00 

14: 00 

た菜の花が咲き
イベン卜を開催しま

.楽しく遊べる企画がいっぱい

.農産物・加工品を即売します

・吹奏楽部コンサートもあるよ

日時 3月21日 (木)春分の日
午前9時~午後3時 ※雨天決行

場所五郎畑の前橋 (赤い橋の下)

問い合わせ先

県立大洲農業高等学校

宮24-3101(担当:三好)
ザザザザザ唱が匂内角戸伊ザザ明ザ伊司戸句内角戸伊ザザザザ『戸『許申》句詩句持l

開 催場日
いし所時
宮合
@ わ 真餅五午 3
2せ撮っ郎前月
l先影き 菜 1017 
会、の時日

1 商、餅花 \~
2 工野ま畑午自
民観菜き 後)

3主里ギ丘
5 ロ木 :;L 生 μす

円 ほ
ふか写 15: 00 

なす、き信
号
が
赤
に
な
り
、
私
の
横
に

一

台
の
幼
椎
園
パ
ス
が
止
ま
り
ま
し

た
。
中
に
園
児
が
大
勢
乗
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
一
人
の
子
と
、
ふ

と
視
線
が
合
い
ま
し
た
o
，私
が
思
わ

ず
手
を
振
り
ま
す
と
、
そ
の
子
も
ほ

ほ
笑
み
な
が
ら
手
を
振
り
ま
し
た
。

私
が
調
子
に
乗
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

を
し
ま
す
と
、
そ
れ
に
も
応
じ
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
子
は
し
き
り
に

小
さ
な
手
で
横
の
方
を
ゆ
び
さ
し
ま

す
。
は
じ
め
は
私
も
そ
の
意
味
が
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
っ
と

「
あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
」
だ
な
と
気

づ
き
、
う
れ
し
く
な
っ
て
、
二
、
三

度
そ
の
相
手
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
信

号
が
青
に
変
わ
っ
た
の
で
、
私
た
ち

は
パ
イ
パ
イ
を
し
て
別
れ
ま
し
た
。

一
瞬
の
出
来
事
で
し
た
が
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
会
っ
た
そ
の
子
と
私
の

聞
が
見
え
な
い
糸
で
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
な
気
さ
え
し
た
の
で
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
今
、
こ
の
世

界
で
生
き
て
い
る
だ
れ
も
が
、
目
に

は
見
え
な
い
「
き
ず
な
」
で
結
ぼ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

8 

「
き
ず
な
」
を
大
切
に
し
て
、
共
に

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
社
会
を

目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
が
発
行
し
て

い
る
広
報
紙
「
き
ず
な
」
に
は
、
そ
う

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
同
教
だ
よ
り
」
の
名
で
長
年
発

行
さ
れ
て
き
た
こ
の
広
報
紙
も
回
を

重
ね
て
、
こ
の
三
月
で
百
十
三
号
に

達
し
ま
し
た
。
「
同
教
だ
よ
り
」
の

発
行
が
始
ま
っ
た
の
は
、
二
十
九
年

も
前
の
こ
と
で
す
。
手
元
に
残
る
古

び
た
第
一
号
の
紙
面
に
は
次
の
よ
う

な
は
じ
め
言
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
人
の
上
に
人
が
い
た
り
、
人
の

下
に
人
が
い
た
の
で
は
、
こ
の
日
本

の
社
会
を
天
は
許
さ
な
い
で
あ
ろ

う
。
私
ど
も
の
身
の
回
り
に
あ
る
部

落
差
別
は
、
こ
の
天
も
許
さ
な
い
具

体
的
な
実
例
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
よ
う
な
一
切
の
偏
見
や
差
別
を

排
除
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
住
み
よ

い
大
洲
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
こ

の
小
編
を
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。
」

「
同
教
だ
よ
り
」
は
昨
年
か
ら
、

そ
の
名
も
「
き
ず
な
」
と
改
め
、
紙

面
を
刷
新
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工

夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。
「
き
ず
な
」

が
そ
の
名
の
と
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
「
人
権
の
き
ず
な
」
で
固
く
結

ぼ
れ
る
こ
と
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
発
行
を
続
け
ま
す
。



平成14年2月1日まで
に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、237，337，488円
です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を巴指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくリ対策第1係
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将
来
の
重
要
文
化
財
を
め
ざ
し
て

合24-2111

大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
は
、
平
成
十
四
年
二
開
城
ら
、
つ
い
に
基

礎
士
事
に
入
山J
味
ル
た
。
そ
こ
で、

今
回
は
、
附
閏
組
四
国
支
庖
大
洲

城
作
業
所
の
外
舘
寛
所
長
に
今
後
本
格
的
に
始
ま
る
本
工
事
に
向
け
た

抱
負
と
意
気
込
み
を
語

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

所長

V
外
舘
所
長
の
こ
れ
ま
で
の
城
郭
建

築
経
験
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
供
の
こ
ろ
は
、
大
工
に
な
り
た

か
っ

た
の
で
す
が
、
父
の
薦
め
も
あ

り
、
普
通
高
校
の
建
築
学
科
に
入
り

ま
し
た
。
入
社
し
て
か
ら
は
、
ず
っ

と
木
造
建
築
に
は
縁
が
な
か
っ

た
の

で
す
が
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
興
味
の

あ
っ
た
古
建
築
に
希
望
を
出
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
元
年
か
ら
宮
城
県
の
白

石
市
で
能
舞
台
建
築
工
事
を
任
さ
れ

ま
し
た
。

最
初
は
、
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
大
洲
城
天
守
閣

の
復
元
に
も
携
わ
ら
れ
て
い
る
八
木

先
生
、
前
川
先
生
に
は
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
平
成
四
年
か
ら
同
じ

く
白
石
市
で
白
石
城
復
元
工
事
、
平

成
八
年
か
ら
山
形
県
出
彬
暗
付
咽
噛

定
重
要
文
化
財
の
旧
松
磨
寺
観
音
堂

の
解
体
修
漣
江
簿
、
平
成
十
二
年
か

ら
熊
本
城
未
申
櫓
復
元
工
事
、
平
成

十
三
年
か
ら
、
こ
こ
大
洲
で
大
洲
城

天
守
閣
復
元
工
事
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
V
こ
れ
ま
で
白
石
城
・
熊
本
城
の
復

元
を
経
験
さ
れ
て
き
て
、
城
郭
建

築
特
有
の
工
事
の
難
し
さ
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

城
郭
と
い
う
の
は
、
地
形
的
に
敵

制
官
見外舘....大洲城作業所

の
攻
撃
を
受
け
に
く
い
場
所
に
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敵
が
侵
入
で

き
な
い
よ
う
高
い
石
垣
や
桝
形
な
ど

を
造
り
、
様
々
な
仕
掛
け
が
し
て
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
、

人
は
も
ち
ろ
ん
、
工
事
車
両
と
な
る

と
な
か
な
か
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
大
洲
城
の
場
合
も
、
工
事

車
両
用
の
仮
設
道
路
を
部
分
的
に
設

置
し
ま
し
た
が
、
本
工
事
の
前
の
準

備
工
事
に
は
毎
回
苦
労
を
し
ま
す
0

2

次
に
、
風
雨
を
避
け
る
た
め
素
屋

根
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

洲
城
の
素
屋
根
の
場
合
、
石
垣
の
下

か
ら
だ
と
三
十
メ
ー
ト
ル
位
の
高
さ

と
な
り
、

十

一
階
建
て
の
建
物
の
高

さ
に
匹
敵
し
ま
す
。
川
風
の
吹
き
上

げ
も
心
配
で
す
が
、
こ
れ
に
台
風
が

重
な
っ
た
と
き
が
と
て
も
心
配
で

す
。三
番
目
に
、
使
用
す
る
部
材
が
た

い
へ
ん
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

城
郭
に
使
用
す
る
部
材
は
社
寺
よ
り

も
ず
っ
と
大
き
い
の
で
、
取
り
扱
い

に
神
経
を
使
山中
法
寸
。

さ

かん

最
後
に
、
漆
喰
塗
り
な
ど
左
官
工

事
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
土

は
奥
が
深
く
、技
術
も
間
わ
れ
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
大
洲
地
方
の
左
官

は
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
し
、
実
際
に
そ
の
と
お
り
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
洲
の
場
合
は

こ
の
点
で
は
安
心
し
て
い
ま
す
。

V
他
の
城
と
比
較
し
て
大
洲
城
特
有

の
難
し
さ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

た
だ
で
さ
え
木
材
に
は
気
を
使
う

の
で
す
が
、
大
洲
城
の
場
合
、
寄
付

木
材
を
多
用
す
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
慎
重
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ほ
た
、
す
ぐ
隣
に
は
重
要
文
化
財

の
櫓
が
あ
り
ま
す
。
お
手
本
が
す
ぐ

傍
に
あ
る
の
で
プ
レ

ッ
シ
ャ

ー
で

す
。
し
か
も
、
今
回
は
、
重
要
文
化

財
と
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
山
形
で
経
験
し
た
重
要
文
化
財

の
修
理
工
事
が
役
に
立
て
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
最
も
大
変
な
の
が
日
本

で
初
め
て
四
層
四
階
天
守
閣
を
復
元

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
未
知

の
部
分
が
今
後
も
多
々
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

V
そ
れ
で
は
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元

へ
の
抱
負
と
意
気
込
み
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
城
天
守
閣
は
、
戦
後
復
元
さ

れ
て
き
た
城
郭
の
な
か
で
初
め
て
の

四
層
四
階
天
守
閣
で
あ
り
、
そ
の
な

か
で
も
最
高
の
高
さ
を
誇
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
最
も
自
慢
で
き
る
の

は
、
「
史
実
に
忠
実
で
あ
る
」
と
い

白石城企宮城県白石市

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

入
念
な
資
料
分
析
し
て
準
備
さ
れ
て

き
た
市
民
の
皆
様
や
設
計
者
の
努
力

に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
に
は
、
将
来
、
今
あ
る
櫓
と
同
じ

に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
大
洲

の
皆
さ
ん
に
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
工
事
面
で
も
可
能
な
限
り

伝
統
工
法
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

V
最
後
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
二
百

お
願
い
し
ま
す
。

工
事
中
し
ば
ら
く
の
問
、
お
城
山

へ
の
立
ち
入
り
を
お
断
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
見
学
会
を
設
け
る

な
ど
、
で
き
る
だ
け
復
元
工
事
の
様

子
を
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
期
間
中

数
回
は
素
屋
根
の
シ
l
ト
を
取
り
払

い
、
高
い
足
場
か
ら
天
守
閣
を
見
て

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
予
定
で

す。

こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
天
守
閣

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
は
、
完
成
す

る
と
二
度
と
な
い
と
思
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

、ν

層圏畠

""""" 

盤畠
未申櫓の素屋根

七三司自~目白F・ー

城本
A

同
れ

νrJ

企

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
、
全
国
に
誇
れ
る
大
洲
城
天

守
閣
が
平
成
十
六
年
に
無
事
完
成
で

き
る
よ
う
会
社
を
挙
げ
て
頑
張

っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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春
は
、
引
越
し
の
季
節
で
す
。

給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り、

転
入
・

転
出
の
際
、
必
要
な
手
続
き
を
怠
る
と
、

国
民
年
金
の

大
切
な
権
利
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

司

周

囲

岡
崎
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引
っ
越
す
と
き
巴
は

住

民

Z改
正三

録

①
市
民
課

(
市
役
所
1
階
)
で
転
出

証
明

(
無
料
)
を
受
け
取
る
。

{
認
め
印
が
必
要
】

①
転
出
後
、
十
四
日
以
内
に
新
住
所

地
の
市
町
村
役
場
で
転
入
の
届
出

H
E
E
l
E
B
i
l
l
i
-
-
l
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i
l
l
i
-
-
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印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人
は

①
印
鑑
登
録
証
を
市
民
課
に
返
却

②
新
住
所
地
で
新
た
に
申
請

動
制
引

J
同
組
叶
凶
同
E
Y

を
取
り
寄
せ
た
い
と
き

d
B
i
l
l
i
-
-
B
i
l
l
i
-
-
L
 

.
次
の
必
要
事
項
を
明
記
し
、
返
信

用
封
筒
と
代
金
を
同
封
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
必
要
事
項
》

戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
と
き
:
・
本
籍

地
、
筆
頭
者
氏
名
、
謄
本
・
抄
本
の

別
(
抄
本
の
場
合
は
、
必
要
な
人
の

名
前
)
、
請
求
理
由、

請
求
者
と
の
関

係
(
続
柄
)
、請
求
者
の
住
所
、
氏
名

住
民
票
の
と
き
・・・
必
要
な
人
の
住

所
、
氏
名
、

具
体
的
な
請
求
理
由
、

請
求
者
の
住
所

・
氏
名

・
必
要
な
人

と
の
関
係

《
同
封
す
る
も
の
》

A
V
返
信
用
封
筒

(切
手
を
貼

っ
た
も

の
)
に
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
同

封
し
て
く
だ
さ
い
0

.
代
金
は
、
規
定
の
証
明
手
数
料
金

分
の
郵
便
小
為
替
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

(
現
金
の
場
合
は
、
現

金
書
留
扱
い
)

国
民
健
康
保
険
証

①
保
険
証
を
市
民
課
に
返
す
。

め
印
が
必
要
}

②
新
住
所
地
で
新
た
に
健
康
保
険
の

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

固
市
民
課
(
内
線
1
1
6
)

医
療
費
な
ど
の
受
給
資
格
者
証

4EEE
・E・E・-E
・E・-----------FEEEEEEEEEEEh

①
V
母
子
家
庭
、
乳
幼
児
、
重
度
心

身
障
害
者
、
老
人
医
療
の
受
給
資

格
者
証
を
保
険
環
境
課

(市
役
所

1
階
)
に
返
却
V
介
護
保
険
被
保

険
者
証
(
六
十
五
歳
以
上
)
を
高

齢
福
祉
課

(
市
役
所
l
階
)
に
返

土山

②
新
住
所
地
で
新
た
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

固
保
険
環
境
課

(内
線
1
6
4
)

園
高
齢
福
祉
課

(内
隷
1
7
4
)

国

民

金

年

新
住
所
地
で

「
住
所
変
更
」

の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

固
市
民
課
国
民
年
金
係
(
内
線
1
1
1
)

水
道
料
金
の
精
算
な
ど

『
刃
O

F
--znH 

転
出

・
転
入
ど
ち
ら
の
場
合
で

も
、
メ
ー
タ
ー
確
認
な
ど
が
必
要
で

す
。
事
前
に
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

圃
水
道
課

直
通
告
@
3
7
5
3

小
・
中
学
校
の
転
校
手
続
き

転
学
証
明

①
市
役
所
(l
階
)
市
民
課
で
転
出
・

転
入
の
住
民
登
録
を
行
な
う
。

②
住
民
登
録
が
済
み
し
だ
い
、

学
校

教
育
課

(市
役
所

5
階

・
教
育
委

員
会
内
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
外
の
小
・
中
学
校
に
転
校
す
る

場
合
は
、
在
学
中
の
学
校
で
在
学

証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け
取

り
、
転
出
先
の
小
・
中
学
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
学
校
教
育
課

(内
線
5
4
1
)

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
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せり、なずな、ごぎょう、はこべら……

寒さに負けない身体をつくろうと、第23回七草がゆ歩こう会 (主催。肱南地区コ
ミュ二ティ推進委員会)が開かれました。子どもから大人まで約300人が市民会館
を出発し、折り返し地点の少彦名神社を目指しました。終点の大洲神社では、大洲
婦道会の皆さんが作った春の七草の入ったお粥で体を温め、 一年の健康と幸せを祈
りました。

文化財を大切にする気持ちと防火意識を高め、いざという時に備えようと、
消防団 (本部、肱南分団)の皆さんによる模擬火災訓練や救命講習が行われま
した。早朝の訓練でしたが約100人が参加し、真剣な表情で放水訓練などに取
り組んでいました。

1 /28 そろそろ考えないと・

大洲市・喜多郡市町村合併検討部会 (八幡浜地方局や市町村の職員約四人が出席)
が大洲消防署で関かれました。調査研究報告書についての協議の後、情報~換が行
われ「住民説明会を開き、アンケー卜を実施した」、「今年6月には喜多郡町村がそ
れぞれ方向付けを行う」など、これまでの取り組みゃ今後の予定が報告されました。

幸福と栄光を!

今年で34回を迎える新春書き初め会が喜多小学校で開催されました。市内の
小学3年生から中学3年生までの希望者約340人が参加し、新春の喜びを込め
て「正月Ji希望Ji幸福Ji栄光Ji北斗七星J;などの課題文字に挑みました。入賞
作品は、各校を巡回し展示されます。

市の新たなシンボルとなる天守閣の復元を応援しようと、菅田地区の皆さん
が大洲市役所を訪れました。地域の自治運営や財産管理を行っている菅田地区
自治運営協議会 (熊野田孝理事長)から復元事業に対し100万円が寄付されま
した。
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保健センター823・0310

いきいき-

LifeI 
あなたの健康を
サポートします

3
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

{乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
3
月

5
日

ω
平
成
日
年
2
月
生

0
3
月
ロ
日

ω
平
成
日
年
目
月
生
※

0
3
月
四
日

ω
平
成
ロ
年
8
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
却
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
3月
日
日

側

平

成

日

年

5
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

i
m時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

E司空-関王liA軍事・

谷)3月3日(日)田渡クリニック(新
合 25-3217

宮)3月叩日(日)末光眼科(若
合 24-1500

清水医院(長浜)

含 52-2883

【
健
康
相
談

・
栄
養
相
談
}

0
3
月
お
日
叩

相

談

時

間

叩

時

1
ロ
時
、

時持
参
口
問

健
康
手
帳

予
約
制

3
時

1
日

一
日
の
仕
事
を
終
え
た
後
、
心
身
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
入
浴
。
そ
の
効
果

を
上
げ
る
に
は
、
湯
温
度
や
入
り
方
に

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
さ
ら
に

高
め
た
い
と
き
は
、
反
復
入
浴
が
お
す

す
め
で
す
。

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

1
U
時

3月17日(日)平田医院(若 宮)
ft24-1200 

口)

3月24日(日)西原耳鼻咽喉科(東大洲)
合 23-3366

3月21日休)いん立み眼科・神経内科(田
公 24-0700

3月31日(日)かわ(j"た産婦人科(東大洲)
ft23-1103 

-E苅Eヨ~事~寄E・
曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間 ・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。 {難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

目

時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

1
日
時

{H
T
L
v
l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

1
金
曜
日

9
時

l
m時
泊
分

{女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木

曜

日

凶

時

1
口
時

{思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

日

時

1
M
時

{ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
泊
分

1
日
時
加
分

対
象

就

学

前

児

童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

3
月
4
日
伺

大
洲
警
察
署

9
時
却
分
1
1
時
却
分

J
A
愛
媛
た
い
き
本
所日
時
1
H時
泊
分

日
時
1
M
時
泊
分

愛
媛
銀
行
大
洲
支
庖

3
月
7
日
同

市
立
大
洲
病
院

m時
1
正
午

加

戸

病

院

日

時

泊

分

1
日
時

側
西
田
興
産
日
時
泊
分

l
M
時
却
分

3
月
日
日
凶

ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲

月・ 火曜日市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

叩
時
1
M山
時

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

日大洲記念病院(徳 森)

ft25-2022 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

正
確
に
間
違
う
人
、
漠
然
と
正
し
い
人

野
口
悠
紀
雄
著

誰
が
国
を
滅
ぼ
す
の
か
西
村
巽
悟
著

お
ま
え
の
不
幸
に
は
、
訳
が
あ
る
!

ピ
l
ト
た
け
し
著

「
構
造
改
革
」
と
い
う
幻
想
ヤ
ン

ペ

山
家
悠
紀
夫
著

お
箸
を
ち
ゃ
ん
と
持
て
る
子
怯
頭
が
よ

く

な

る

主

婦

と

生

活

社

賢
い
あ
な
た
が
お
金
で
損
を
し
な
い
訂

の

切

り

札

長

瀬

勝

彦

著

早
く
肉
を
や
め
な
い
か
?
船
瀬
俊
介
著

こ
れ
は
便
利
調
味
料
松
本
忠
子
著

で
き
る

w
o
r
d
2
0
0
2応
用
編

カ

モ
ト

嘉
本
須
磨
子
ほ
か
著

檀

流

き

も

の

み

ち

檀

ふ

み

著

超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
大
図
鑑竹
内
書
庖
新
社

新
ぐ
う
た
ら
農
法
の
す
す
め西
村
和
雄
著

は
じ
め
て
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ク
ド
ウ
タ
カ
ヤ

工
藤
隆
也
著

永
六
輔
の
芸
人
と
遊
ぶ
永
六
輔
著

キ
l
入
力
が
楽
し
く
速
く
な
る
本

秀
和
シ
ス
テ
ム

大
江
健
三
郎
・
再
発
見
大
江
健
三
郎
編

ザ
ラ
ス
ト
ウ
ォ

l

落
合
信
彦
著

生
き
る
た
め
の
情
熱
と
し
て
の
殺
人

チ
ユ

ウ
パ
チ

中
鉢
園
子
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

閣

が

呼

ん

で

い

る

赤

川
次
郎
著

酔

い

ど

れ

暗

殺

剣

永

井

義

男

著

真

実

の

紳

北

川
歩
実
著

最

後

の

家

族

村

上

龍

著

12 

ユ
イ
カ
ワ

ケ

イ

肩

ご

し

の

恋

人

唯

川

恵

著
グ
ン
ユ
ウ
ソ
ウ

-Zウ

中

陰

の

花

玄

備

宗

久

著

聞

か

ら

招

く

声

高

橋

克

彦

著

上
海
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
生
島
治
郎
著

劇
盗
二
代
目
日
本
左
衛
門
佐
藤
雅
美
著

ク

ゼ

テ

ル
ヒ
コ

家

の

匂

い

町

の

音

久

世

光

彦

著

美
女
入
門

P
A
R
T
3

林
真
理
子
著

タ
マ
オ

ね

む

い

幸

福

有

吉

玉

青

著

女
は
愛
で
男
は
哀
で
内
館
牧
子
著

逃
げ
て
ゆ
く
愛

B
・
シ
ュ
リ
ン
ク
著

フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

デ
イ

1
ン
・

U
・
ス
ミ
ス
著

争戦
-
-L
元

一
ア
」
由
由

一肌

訂

一
、

7

一、

l
-

E
一
む
選
れ志

今
だ
か
ら
こ
そ
、
風
化
し
忘
れ
さ
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
戦
争
の
記
憶
・
体

験
を
残
し
た
い
。
そ
の
呼
び
か
け
に
多

数
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
必
人
の
体
験
記
を
収
録
。

こ
の
中
に
は
、
当
市
の
梅
林
義
輝
氏

の
「
出
撃
直
前
の
玉
音
放
送
」
と
い
う

作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て

ザ

戸
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す

」

三
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
藩
君
命
録
」

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

3
月
幻
日
附

9
時
却
分
1
日
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

{
休
館
日
】

毎
週
月
曜
・

3
月

u
l
u

(
年
度
末
曝
書
)
幻

・
幻
日
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チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
l

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
で
は
、
第

6
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
1

バ
ザ
ー
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
凶
年
3
月
担
日
間

場
所

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

コ
ー
ヒ
ー
喫
茶
、
大
洲
街
庖
会

有
志
に
よ
る
販
売
、
掘
り
出
し
市
、
手

づ
く
り
作
品
の
展
示
販
売

問
い
合
わ
せ
先

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
大
洲
岱
@
0
5
0
5
(和
田
ま
で
)

「
わ
が
家
の
行
事
」
写
真
募
集

大
洲
市
立
博
物
館
で
は
、
「
わ
が
家

の
行
事
写
真
展
」
の
開
催
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
で
行
っ

て
い
る
行
事
な
ど
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
内
容

2
L
、
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

(
白
黒

・
カ
ラ

l
ど
ち
ら
で
も
可
)
行

事
の
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。

-
人
3
枚

ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
締
切

平
成
凶
年
6
月
初
日
同

応
募
先

(作
品
持
ち
込
み
先
)

備
え
付
け
て
あ
る
応
募
票
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
大
洲
市
立
博
物
館

(
中
村
・
大
洲
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

ヘJ4
.

，d
J
O
E」叫
J
身
辺

、一、三

区
訟
指

MP

表番

の
当

者

水

業

漏
道

急

水

緊

上

佐

3月2日仕)

4
階
)
、
図
書
館
、
各
公
民
館
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ー
出
品
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

1

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館

公

@
4
1
0
7

4年に1度は
無料点検を!

側
四
国
電
気
保
安
協
会
は
、
法
律
に

よ
っ
て
家
庭
、
商
庖
、
工
場
な
ど
の
屋

内
配
線
や
電
気
器
具
が
安
全
で
あ
る
か

ど
う
か
を
、

4
年
に

1
回
無
料
で
調
査

し
て
、
そ
の
結
果
の
良
否
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

不
良
個
所
は
、
早
く
見
つ
け
て
、
早

く
直
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

制
四
国
電
気
保
安
協
会
愛
媛
支
部

大
洲
支
所
会
@
5
0
1
2

心
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

「心
の
病
」
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
で
も

備)

西

甲建設 (鮒
包 24-5914
藤水道居
合 24-4410

アサノ設備
ft24-0783 
田水道庖
ft26-0265 

伺いの水道設備
まま 24-2216 

淳山水道工事庖
まま 24-2583 

舗内田電気水道設備
ft25-2858 
予屋住設
合 24-2541

オク夕、設備
合 24-3674

岡福水道工事庖
まま 24-3656 

西田興産
ft25-2197 
嫁鉄工所
合 25-0300

央建設棚
倉 24-3556
南設備
ft25-4684 

神田鉄工所
ft24-4122 
保鉄工所
公 26-0537

城戸電業社
まま 25-2944 
佐々木鉄工
ft26-0875 

土居鉄工所
n24-4519 

伺菊地浄化槽センター
会 24-0013

(荷南予水道住設
まま 25-1350 
浦建設 側
企 25-5335

3月3日(日)

3月9日出

伊

3月10日(日)

多
く
の
人
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
!
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
比
年
3
月
間
山
日
目

午
後
3
時
1
午
後

5
時

会
場

大
洲
市
民
会
館

対
象

大
洲
市
喜
多
郡
内
の
小

・
中
学

生
お
よ
び
一
般
住
民
約
1
千
人

内
容

合
唱
、
詩
の
朗
読
、
内
子
高
校
郷

土
芸
能
部
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど

入
場
は
無
料
で
す

入
場
整
理
券
《
無
料
》
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
(
公
@
0
3
1
3
)
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
喜
多

郡
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
ゆ

み」

公
@

5
7
1
7

(田
中
ま
で
)

女
性
の
た
め
の
ワ
l
ド
講
習

働
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
つ
女
性

を
対
象
に
「
ワ
l
ド
技
術
講
習
会
」
(
ワ

ー
プ
ロ
能
開
検
定
3
級
)
を
開
催
し
ま

す
。
日
時

4
月
9
日

ωか
ら

5
月
お
日
制

ま
で
の
聞
の
四
日

(
火
曜
、
木
曜
、
金

曜
、
都
合
に
よ
り
水
曜
の
場
合
あ
り
)

毎
回
午
前
9
時
日
分
1
午
後
3
時
日
分

会
場

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

(
宇
和
町
卯
之
町
)

伺

(彬

神

(軍司

大

中

3月16日出

3月17日(日)

3月21日同

3月23日出

定
員

凶
人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
自
己
負
担
)

受
付
期
間

3
月
初
日
例
か
ら

4
月
4
日
同
ま
で

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

気
、
い
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

〒

7
9
1
・
8
0
1
4

松
山
市
山
越

町

4
5
0

愛
媛
県
女
性
セ
ン
タ
ー

合

0
8
9
・
9
2
3
・
2
2
0
1

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
嵯
峨
御
流
い
け
ば
な
」
展

2
月
お
白
川
W
1
3月
3
日
間

V
木
古
里
(
古
布
&
ア
ジ
ア
の
雑
貨
展
)

3
月

5
日
ω
1
3
月
日
日
制

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
企
画
展

3
月
ロ
日
附

1
3
月
口
日
間

V
大
洲
市
文
化
協
会
華
道
部
い
け
ば
な
展

3
月
幻
日
附

1
3月
M
日
間

V
飯
野
弘
子
教
室
木
彫
展

3
月
初
日
ω
1
3
月
汎
日
同

展
示
時
間
叩
時

1
げ
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

久

(骨

骨紛

伺

3月24日(日)

3月30日出

3月31日(日)

平
成
凶
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
た
し
か
め
て
。

火
を
消
し
て
か
ら次
の
こ
と」

?つのポイント-阪地ilml'i岡・
1.家のまわりに燃えやすいものを置か
ない。
2.寝たぱこやたばこの投げ捨てをしな

3.天ぷらを揚げるときは、その場を離
れない。
4.風の強いときは、たき火を し在い。
5.子供には、 マッチやライターで遊ば
せない。
6.電気器具は正しく使い、たこ足配線
はしない。
7.ストーブには、燃えやすいものを近
づけない。

大
洲
市
人
事
異
動

2
月
1
日
付

加
速
化
す
る
市
町
村
合
併
の
動
き
に

対
応
す
る
た
め
、
専
従
職
員

2
名
を
設

置
し
ま
し
た
。

総
務
商
工
部
付
課
長
補
佐

松
本
一
繁
(
下
水
道
課
課
長
補
佐
)

総
務
商
工
部
付
主
事

役
目
秀
樹
(
建
設
農
林
部
付
主
事
)

(
)
内
は
旧
任

松

『
.
閑
出
国
間
宮
国
E
E
B
E
E

-

ナ
ン
ト
!
広
報
お
お
ず
ロ
月
号
で
掲

圃

載
し
た
市
民
運
動
会
の
写
真
が
、
県
広

圃

報
コ
ン
ク
ー
ル
・
写
真
の
部
の
「
特

圃

選
」
に
選
ば
れ

園

ま
し
た
。
声
援

圃

を
受
け
、
ゴ

l

-

ル
す
る
選
手
の

圃

迫
力
が
審
査
員

圃

の
皆
さ
ん
に
伝

園

わ
っ
た
よ
う
で

園

す

。

(

や

)

..... 
受賞作品大きな歓声勝利の瞬間|

13 
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内
相 談 内 'e句z 日 時 1;I. ど 場 戸斤 1;I. ど 聞い合わせ先

交通事故相談 3 月 8 日(金)/ 1 0時~15時 市役所3階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 3 月 25日(月)/1 0時~15時 市役所3階会議室 ft24-2111 内線323

人 *1童 キ目 談 3 月 15日 (金)/10時~ 1 2時 新首公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 3 月 20日(水)/10時~ 1 5時 市役所3階会議室

人権擁護委員1;:よる 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支部
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 キ目 吾E・弘£t 所 9 時~16時(休日を除く ) 人権相談室

イ'プー 政 キ目 E炎 3 月 16日(土)/10時~ 1 6時 市民会館
急ぐときは 合 24-5072(山本)

(総務省) まま24-4294(辻)

市民法律相談 3 月 1 6日(土)/10時~1 6時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

ft24-2111 内線328

社会保険相談
3 月 5 日(火)/ 1 0時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

3 月 1 9日(火)/10時~ 1 5時30分 ft089-925-5105 

不動産無料相談 3 月 15日(金)/9 時~ 1 6時 宅建協会大洲支部 同上田喜六不動産 ft24-4452 

無料発明相談 3 月 22日(金)/1 3時~ 1 6時 大洲商工会議所 相発明協会 合 089-960-1103

i一般相談 毎週月水金曜日 社会福祉協議会相談室
心配ごと l 法律相談 毎週火曜日

(総合福祉センターl階) 社会福祉協議会 合 23-0313
相 談 l介護相談 毎週木曜日

(直通)合23-5629
l電話相談 1 0時~ 1 2時、 13時~16時

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 ft24-2111 内線177

人権・同和問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 官 24-6100
関する何でも相談 大洲福祉会館 ft25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター ft24-7830 

ふれ愛スクールキ目談露首 毎日の執務時間中 国J..L大j州、|青年の家 ft24-1414 

望E
;:::oto;:; と

国~‘

ιー
百炎本目

'b邑『
読
ん
で
ト
ク
す
る

M幅
nmっ
け
な
い
コ
ツ
叡
え
ま
す

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

すれ違いのための
「左寄せ」は2固に分ける

狭
い
道
で
の
離
合
で
ド
キ
ド
キ
。
駐
車
場
で
ソ
ワ
ソ
ワ
。

ガ
ァ

1
リ
、
ガ
ア

j
リ
。
あ
の
い
や
な
音
は
、
も
う
聞
き

た
く
な
い
で
す
よ
ね
つ
だ
っ
た
ら
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
読

ま
な
き
ゃ
。
今
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
よ
。

狭い道でのすれ違いでは、 一気に寄せようとしてこす

る例が多い。慌てずに壁と車体の間隔をミラーで確認

しながら 2回に分けて寄せると失敗が妨げる。〈手順〉
① 1回目は無理をせ

ず、充分な間隔を

とって寄せる(写真

上)。この時点で対向

車とすれ違えればこ

れでOK。②ドアミ
ラーで壁と車の間隔

を見て、あとどのく

らい寄せられるかを

確認する(写真下)。

①まだ寄せられる、

と判断したらもう一

度寄せる。

初心者は

「左折小回り」に注意
初心者のミスで圧倒的に多いの

が、左折の時に内輪差を考えず、

左側面をぶつける例。ハンドルを

早く切りすぎない、また左側の間

隔が狭いまま曲がらないように心

がける。また、左折しようとした

先に対向車や路上駐車の車がいた

り(写真)、歩行者が歩いている

と、つい小回りしがちなので気を

付ける。

大洲市内の交通事故

1月末現在 昨年同期

件数 39 17 

負傷者 26 23 

死者 l 。

市民の動き

平成14年1月31日現在

39，305人 (+12) 出生 34人 (+3) 

18，717人 (+ 8) 死亡 25人 (-6) 

20，588人 (+4) 

14，646世帯(-14) 

口

数

男

女

帯

人

世

今月の納税は

国民健康保険税6期

14 

( )内は対前月比納期は4月1日です
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